
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１４年５月１８日               NO,３９５ 

 

沼田八景の絵画 

 沼田八景は、昭和２ 

５年（１９５０）に旧 

沼田町が「沼田八景」 

を公募し、９月に選定 

されました。 

 沼田八景は、公園の 

展望、鐘楼の春宵、滝 

坂の青嵐、利根の早瀬、雪の上越連峯、子持の錦秋、武尊の

残雪、赤城の夕映の八カ所で、沼田駅には「沼田八景」の絵

が飾られています。 

       お弁が沢（天狗滝） 

 沼田城の奥女中にお弁という美人がいて、言い寄る男も多

くありその中の一人、町田の男性と恋仲になりました。 

                  しかし、男は心変わ

りしてしまい、お弁は、

釘打ちで呪いをかけよ

うとしましたが、効き

目はなく、お弁は天狗

滝に身投げし、それか

らお弁が沢とよばれる

ようになりました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
安
倍
内
閣
と
自
民
・
公
明
の
与
党
が
今
国
会
で
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
「
医
療
・

介
護
総
合
法
案
」
に
つ
い
て
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
か
ね
な
い
」「
受
け
皿
が
不
足
し
て
い
る
」
な

ど
、
相
次
い
で
お
こ
な
わ
れ
た
地
方
公
聴
会
や
参
考
人
質
疑
で
、
懸
念
や
不
安
の
声
が
続
出
し
ま
し
た
。 

 

特
に
批
判
が
集
中
し
た
の
は
、
要
支
援
１
・
２
の
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
を
国
基
準
の
介
護
給
付
か
ら

切
り
離
し
、
市
町
村
事
業
に
丸
投
げ
す
る
介
護
保
険
の
大
改
悪
で
、「
介
護
難
民
を
つ
く
り
だ
す
」「
市
町

村
に
よ
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
大
き
な
差
が
つ
く
」
と
懸
念
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
定
所
得
以
上
の
人
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
２
割
に
す
る
こ
と
は
、
利
用
抑
制
に
つ
な
が
り
、
症

状
の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
不
安
視
さ
れ
た
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
を
「
要
介
護
３
以 

 
 

 

上
」
に
限
定
す
る
こ
と
に
も
撤
回
を
求
め
る
意
見
が
目
立
ち
ま
す
。 

 

さ
ら
に
入
院
患
者
の
し
め
だ
し
に
つ
な
が
る
「
病
床
再
編
」
を
推
進
す
る
医
療
法
の

改
悪
も
含
ま
れ
て
お
り
、
廃
案
に
追
い
込
む
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 2016 年の NHK 大河ドラマに真田幸村を描いた、「真田丸」に決まり

発表され、一部報道では主演は堺雅人さんが予定されていると言われてい 

          ています。 

           真田幸村は、沼田城主だった真田信之の弟で、関 

          ヶ原の戦いでは徳川方と豊臣方に別れましたが、敗 

          れた父と幸村の助命に信之は力を尽くしました。 

           「真田丸」の脚本は、三谷幸喜氏が担当しますが、 

          沼田城や信之、小松姫が登場するのか楽しみです。 

           

 ４月の市長選で初当選した横山市長は１２日、市役所に初登庁し、職員

や支援者に拍手で迎えられ、「明るく夢のある沼田市をつくるために、全力

でがんばります」とあいさつしました。 

 記者会見では、選挙戦で公約に掲げた「市民構想会議」「起業塾」の創設

などに取り組む考えを示し、グリーンベル２１について 

は、「相手に会って不信感を払拭したい」庁舎として活 

用する場合は、「仮庁舎ではなく、本庁舎として活用し 

たい」と語りました。 

 ツツジの花が満開となり、大勢の人が訪れている沼田

公園の６カ所でお茶会が開かれ、大勢の人がお手前を楽 

              しみました。 

               今年は、沼田公園をメ       

              ―ン会場に「花と緑のぐ 

              んまづくり」が開かれ、 

              本町通りでは、体験イベ       

              ントもおこなわれ、多く     

              の人が訪れました。 

 老神温泉で９日・１０日の２日間、大蛇まつりがおこ

なわれ、夜には２２㍍の若衆蛇みこしが威勢よく温泉街

を練り歩きました。 

 １０日には、魔障退 

散の「蟇目の儀」がお 

こなわれ、日光に向け 

て矢を射ました。 

 今年は、３，０００ 

人が訪れました。 


